
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：勤労者福祉施設の管理運営事業

: - 2 - 020015整理番号

合計 56,163 54,685

みんなの審査会対象事業（平成22年度）

その他　特記事項

自立化を推進するため、会員
数を拡大する。
（目標：16,400人）

56,16356,824

債務負担行為

（公財）堺市勤労者福祉サービスセンター補助金

関連団体への賛助会費・負担金 全国中小企業勤労者福祉サービスセンター（全福センター）への賛助会費及び総会出席費

出張旅費 全福センター総会、指定都市中小企業福祉共済団体連絡会議

　H　～　H

事業

概要

公益財団法人堺市勤労者福祉サービスセンター（SCKサービ
スセンター）への補助事業等
市内中小企業等に勤務する勤労者に対し、総合的な福祉事
業を行うことにより、勤労者の福祉の向上を図るとともに、あ
わせて地域企業の振興及び地域社会の発展に寄与すること
を目的とする。

SCKサービスセンターは、会員制度により勤労者への福利厚生事業を展開し
ている。
【財団で実施している主な事業】
①広報事業：会報誌の配布や未加入事業所への加入促進活動を実施。
②慶弔給付事業：各種祝金、見舞金、死亡弔慰金、加入年数に応じた永年在
会慰労金等の給付を行う。
③健康管理事業：法定定期健康診断補助、人間ドック健診補助、健康ウォー
キングの実施などを通して、会員の健康増進を図る。
④余暇活動事業：ファミリー向けイベントや事業所のレクリエーションサポー
ト、宿泊施設やレジャー施設の利用補助、各種チケットあっ旋など、会員の余
暇活動の充実を支援する。
⑤その他事業：財産形成事業、老後生活の安定事業、自己啓発事業などを
実施。

SCKサービスセンターへの補助金を、会員拡大による会費収入増を
見込み平成29年度予算から1,500千円削減する。
SCKサービスセンターの経営状況を把握しながら、自立化への取組
を支援する。
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自立化を推進するため、会員
数を拡大する。

自立化を推進するため、
会員数を拡大する。

平成29年度予算額

56,000 54,500 中小企業勤労者への福利厚生事業に要する経費を主な補助対象とする。

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

54,685

103

事業区分 ： 重点

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 中小企業勤労者への福祉対策の充実

： 産業振興局　雇用推進課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
1-5

局・課名

60 60

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間


